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①実証実験に取り組んだ経緯

・業務用端末のOSのサポート終了に伴い、令和元・２年度に
端末１５０台の更新を実施し、処分予定の端末を保管

・令和３年度に職員で端末の処分を予定

・データ消去方法を確認するため参加したセミナーで、
㈱ソフマップより処分端末の資源利用とリユースPCを
地域で再利用する仕組みを構築するための実証実験への
提案を受け本事業が実現
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②事業概要
（１）対象ＰＣとデータ消去及び搬送作業状況
ノートパソコン８６台+デスクトップパソコン７４台＝１６０台
モニター５９台

役場の会議室でのデータ消去 鍵付きコンテナでの輸送
（ソフマップ専門スタッフ） （千葉県の処理センターへ）
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（２）リユースPCの
台数とスペック

リユースPC 47台
・ノート16台
・デスクトップ 31台

リユース後のPCスペック
・OS Windows10Home
・SSD 240GB
・メモリ ８GB
・Office互換性ｿﾌﾄ

公募は回覧文書や
やまがたe申請を活用
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（３）PC寄贈先団体の公募と活用事例①
公募の応募は20団体、30台を寄贈

集落（８地区） ９台
・町内会の回覧文書、総会資料の作成・会計処理
・高齢者等の行政手続き支援
・インターネットを活用した
有害鳥獣対策研修会の実施

↓

町内会の公民館にネット
環境を整備、 維持する費用
が課題

公民館での研修の様子
公民館は災害時の避難所
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（３）PC寄贈先団体の公募と活用事例②

商工会青年部（１組織） ５台
部員の資質及びITリテラシー向上のためにPC
研修会を開催予定

事業者・農業者（９組織） １３台
業務用端末として活用
（システム運用・在庫管理・帳簿記帳・顧客

管理・ホームページ管理・販売管理）

福祉関係（１組織） ２台
職員のオンライン研修
入居者と家族のオンライン面談への活用

その他（１組織） １台 町民向け文芸誌作成用
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リユース事業 ITADサービス

ソフマップのITADサービスは、総務省
の情報セキュリティーポリシーガイドラ
インに対応したデータ消去設備と技術を
備えております。
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①会社概要

会社名
株式会社ソフマップ
（ビックカメラグループ）

本社
東京都千代田区外神田1-16-9
朝風2号館ビル

設立 2012年3月

資本金 1億円

従業員 621名（2021年4月現在）

事業内容
パソコン、ソフト、デジタル家電
等の販売（新品・中古）、買取、
サポート



（１）国のガイドライン改正に沿ったデータ消去
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②本事業での作業内容

～総務省ガイドライン改定の内容～

令和2年12月28日

に総務省から情報

機器を廃棄する際

の対応として「地

方公共団体におけ

る情報セキュリ

ティポリシーに関

するガイドライ

ン」が公開されま

した。



（１）国のガイドライン改正に沿ったデータ消去

10

②本事業での作業内容

ガイドラインでは、情報機器の保有する機密性に応じて３つに分類し、それぞれ適切な抹消ラン

クを用いた処理を行う事が定められました。特に留意すべき事項は、下記抜粋したマイナンバー

情報（機密性３）に係る箇所になります。

分類 機器の廃棄等の方法 確実な履行を担保する方法

（１）マイナンバー利用事務系の領
域において住民情報を保存する記憶
媒体

※ マイナンバー利用事務系：社会
保障、地方税、防災、戸籍事務等に
関する情報システム及びデータ

当該媒体を分解・粉砕・溶解・焼
却・細断などによって物理的に破壊
し、確実に復元を不可能とすること
が適当である。
なお、対象となる機器について、
リース契約により調達する場合にお
いても、リース契約終了後、当該機
器の記憶媒体については、物理的に
破壊を行う。この場合、予め仕様に
明記のうえ、機器の廃棄方法を契約
において明記することが望ましい。

職員が左記措置の完了まで立ち会い
による確認を行うほか、庁舎内にお
いて後述（３）で記述する情報の復
元が困難な状態までデータの消去を
行った上で、委託事業者等に引き渡
しを行い、委託事業者等が物理的な
破壊を実施し、当該破壊の完了証明
書により確認する。当該完了証明書
については、破壊の証拠写真が添付
されるとともに、その提出期限が定
められていることが望ましい。

～データ抹消ランクと分類定義～

地方公共団体における情報セキュリティポリシーに関するガイドライン(令和2年12月版)より抜粋

https://www.soumu.go.jp/main_content/000727474.pdf 

10



（１）国のガイドライン改正に沿ったデータ消去

②本事業での作業内容

ソフマップではすべてのデータ抹消ランクの要求に対応する事が可能です。

～データ抹消ランクと分類定義～
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（１）国のガイドライン改正に沿ったデータ消去
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②本事業での作業内容

～最上町役場様のパソコンは全て機密性３で処理～

※作業開始から証明書発行までを、データ消去追跡管理（ETTMS）にて管理しました。

②本事業での作業内容



（２）トレーサビリティによる処理端末の追跡管理
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②本事業での作業内容

ガイドライン改定により3点が重要な

ポイントとなります。

①情報資産の機密性に応じた分類

②分類に応じた適切な処理工程の選択

③消去作業証明書の取得

上記のポイントを抑える為にも、各工

程におけるトレーサビリティが重要な

要素となります。

今回、ADEC（データ適正消去実行証

明協議会）が開発したETTMS（消去

証跡追跡管理システム）を導入し、追

跡管理を行いました。

～ETTMSによるトレーサビリティ～

※ADEC（データ適正消去実行証明協議会） https://adec-cert.jp/

ネットワーク
管理



（２）トレーサビリティによる処理端末の追跡管理

14

②本事業での作業内容

①確認したい機器の追跡IDを
入力します

②検索したＩＤの追跡情報が
表示されます

③「詳しいページへ」ボタンを
押すと追跡情報の詳細が
表示されます

追跡IDを使ってリアルタイムで予め分類した手順に適した処理が行われているか確認が可能となり、
役場から出荷された後も機器の状況を把握する事が出来ます。



最上町役場内
①ETTMS（追跡
管理）のQRコー
ド添付作業

最上町役場内
②ステータス登録
（追跡開始）

最上町役場内
③ETTMS

管理画面
（リアルタイム）

ソフマップ
④粉砕処理
ステータス登録

（追跡終了）

ソフマップ
⑤追跡証明書発行
（個品毎に発行）

（２）トレーサビリティによる処理端末の追跡管理
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最上町役場様から追跡スタートし、ソフマップITADセンターでの追跡完了までの実際の作業状況
・最上町役場 【登録】→【データ消去（Purge）】→【出庫】→ 
・ソフマップITAD【入庫】→【粉砕（Destroy）】→【終了】
という追跡結果を全て個品毎に管理しました

～最上町役場様においてETTMSの運用詳細～

②本事業での作業内容



①新品SSD
換装作業

②Windows OS
インストール作業

③クリーニング
作業

④電話＆リモート
設定作業

⑤最上町役場様へ
出荷

（３）資源利用とリユース作業
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依頼品160台の内48台を再生パソコンとして製品化しました。再生出来なかった112台はリサイク
ル処理して再資源化されます。再生可能品は新品のSSDに換装したのちWINDOWS１０をインス
トール。すぐに使えるようにキッティング作業を行い、電話＆リモートのサポートをお付けして
最上町役場様に納品しました。

～ソフマップITADセンターでのPC再生化作業～

②本事業での作業内容
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③今後の展望

処分が当たり前だった使用済みパソコンを廃棄せずにリユースパソコンとして再利用することで、
持続可能な地域社会の実現に向けて、この取り組みを全国の自治体へ拡大し、資源の有効活用、
人々の暮らしのデジタル化、生活の豊かさと利便性向上、環境貢献などのSDGs推進に向けてこれ
からのスタンダードモデルとなるような誰もがデジタル化の恩恵を受けられる社会を目指します。

～誰もがデジタル化の恩恵を受けられる社会を目指します～

リユースPC地域再利用
モデル


